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特集

　高山市総合計画審議会では、市長
の諮問を受けて審議会を開催し、計
画の内容について協議してきました。
　現在わが国の社会経済情勢は不安
定で、先の見通しが立ちにくい状況に
あります。審議会では、情勢の変化
に的確迅速に対応されたいこと、確
実に到来する超高齢社会に向けた福
祉政策の充実などを求める意見書をつ
け、全会一致で了承して市長に答申
しました。
　今回策定された後期計画は、みん
なで支えあう地域福祉に始まり、各事
業の実現には官民協働した地域づくり
が必要であるという地域力の向上で結
んでいることに大きな特徴があると思い
ます。市町村合併から５年が経ちまし
た。高山市のまちづくりには、それぞ
れの分野では課題はあるものの確実に
成果を挙げていることは評価すべきも
のであり、今後５年間もこの方針のも
と計画を着実に推進されていくことを期
待します。
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市内21カ所で開催した地区懇談会


